
 

 

酒々井町⼀般廃棄物処理基本計画 

概要版 令和 2 年 3 月 
 

酒々井町は、ごみの処理で特に重要なごみの減量や資源化を推進することとし、地

球環境を保全することを目的に「酒々井町一般廃棄物処理基本計画」を策定しました。 

１   計画目標年度の設定 

計画期間は計画策定時より10年間とし、令和2年度を初年度、令和11年度を目標

年度とします。また、中間目標年度を5年後の令和6年度とします。 

２   基本方針（ごみ） 

 

 

 

３   ごみ減量化・資源化の方策 

さらなるごみの減量化・資源化を推進するために以下のような施策を実施します。 

 

Ⅰ 資源循環型社会の構築に向けて、発
⽣抑制（リデュース）、再使用（リユー
ス）、再⽣利用（リサイクル）の３Ｒを
徹底し、ごみの減量化、再資源化を推進
します。 

（１） 減量化・資源化の促進 

（２） 食品ロスの削減 

（３） ⽣ごみ堆肥化 

（４） 環境教育、普及啓発の充実等 

（５） 過剰包装の抑制 

Ⅱ ごみの排出量を削減し、コスト削減
とごみ処理施設の⻑寿命化を図るため、
分別収集の徹底と収集処理体制の整備に
努めます。 

（１） 収集運搬体制の整備 

（２） 処理施設の整備 

（３） 新たな分別区分の検討 

（４） 適正な処理処分の実施 

（５） 不法投棄対策 

基本方針Ⅰ：資源循環型社会の構築に向けて、発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）、

再生利用（リサイクル）の３Ｒを徹底し、ごみの減量化、再資源化を推進します。 

基本方針Ⅱ：ごみの排出量を削減し、コスト削減とごみ処理施設の長寿命化を図るため、分別収

集の徹底と収集処理体制の整備に努めます。 

基本方針 基本方針に基づく主な施策 



 

 

４   発生抑制の目標 

目標値（1人1日当たりの生活系ごみ排出量（資源ごみを除く））を以下のとおり

とします。 

 615g/人・日（平成 30 年度）  ⇒ 556g/人・日（令和 11 年度） 

・・・平成 28 年度の約 12％削減 

 

５   目標値を達成した場合のごみ排出量の予測値 

現状のままで推移しても、ある程度のごみ減量化は進むと考えられますが、資源循

環型社会を目指すためには、さらなる減量化が必要となります。ごみ減量化・資源化

の施策を実施することにより、現状で推移した場合と比較してごみ排出量を削減する

ことができます。 

1）1 人 1 日当たりの生活系ごみ（資源ごみを除く）削減量 

 

2）総排出量の削減量 
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６    基本方針（生活排水） 

本町の豊かな⾃然環境や⽔環境は、住⺠に安らぎや潤いを提供する貴重な財産であり、将来を 

担う⼦供たちのためにも、そこに⽣息する動物及び植物のためにも⼤切に守り残さなければなり 

ません。⽣活排⽔をとりまく社会状況の変化を⼗分に考慮して、本町における⽣活排⽔処理の基 

本指針を以下のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７    施策体系（生活排水） 

   2 つの基本方針を実現するため、本町が進める具体的な施策は以下のとおりです。 

 

基本方針Ⅰ  

⽣活排⽔を処理する施設の

整備、維持管理を促進しま

す。 

（１） 公共下⽔道の整備 

（２） し尿・汚泥の収集・運搬・処理計画 

（３） 再資源化計画 

（４） 最終処分場計画 
 

基本方針Ⅱ  

⽣活排⽔が適正に処理され

るように啓発、情報提供を進

めます。 

（１） 
地域の⽔域の⽔質汚濁状況や汚濁の原因などについ

ての情報発信を進めます。 

（２） 
供用開始区域における各家庭の公共下⽔道への接続

を促進します。 

（３） 
単独処理浄化槽が早期に合併処理浄化槽に転換する

ように啓発を⾏います。 

（４） 
印旛沼の⽔質汚濁防⽌に向けた住⺠意識の⾼揚を図

ります。 

基本方針Ⅰ：生活排水を処理する施設の整備、維持管理を促進します。 

基本方針Ⅱ：生活排水が適正に処理されるように啓発、情報提供を進めます。 

基本方針 基本方針に基づく主な施策 



 

 

⽣活排⽔処理率 100％（令和 11 年度末） 

８    目標値の設定（生活排水処理率） 

千葉県汚⽔適正処理構想のように公共下⽔道⼈⼝、合併浄化槽⼈⼝の割合が増加すると⾒

込み、本計画値の目標を設定します。 

  

 

 

９    目標値を達成した場合の生活排水の発生量 

    目標値を達成した場合の⽣活排⽔処理⼈⼝の割合は平成 30 年度 96.1％が 100％に増加し 

ます。また、⽣活排⽔未処理⼈⼝の割合は、3.1％から 0％に減少します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発⾏／令和 2 年 3 月 

酒々井町 

〒235-3510 千葉県印旛郡酒々井町中央台 4-11 

        TEL.043-496-1171 

           FAX.043-496-5765 
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